
 

 

 

 

【受賞理由】 

建替え事業(PFI-BTO)により袋井市の新たなシンボルとして生まれ変わった体育館は、

「より多くの市民に利用していただける施設」として、施設の安全性、快適性やユニバー

サルデザイン等の工夫を設計段階から提案し、かたちにすることで市民への質の高い公共

サービスを提供している。また、地元企業と連携した地域貢献活動や、避難所体験会を通

じた地域の防災力向上に貢献するなど、より良い事業運営を目指した網羅的な取り組みに

より、まちに賑わいを生み出し、今後の老朽化した地域スポーツ施設の管理・運営の在り

方の模範事例となり得ること、その他、以下の点が評価された。 

〇「楽しむスポーツ」イベントや、パラスポーツフェスティバル、プロラグビーチームによ

る体験イベント等、多くの人々の興味を引き、気軽に参加できるイベントを多数開催する

など、「する・みる・支える」様々な関わり方でスポーツに触れ、世代を問わず人と人と

の交流を生み出す機会を増やしている。 

  

     

 

＜概要＞ 

設置者 ：袋井市 

所在地 ：静岡県袋井市久能 1912-1 

施設概要：地上 2階建て／メインアリーナ、武道場兼多目的フロア、トレーニング室、 

多目的室、会議室、キッズルーム、ベビールーム、屋外ひろば 他 

管理運営期間：2020年 4月～2035年 3月（15年間） 

評価実績等：スポーツ庁「地域の核となる新たなスポーツ施設」や、内閣府「PPP/PFI の

性能発注先進事例」として取り上げられた。 

第９回スポーツファシリティーズ大賞（スポーツ庁長官賞） 

受賞名：さわやかアリーナ袋井市総合体育館の管理・運営 

受賞者：袋井アリーナ PFI(株)／運営企業 シンコースポーツ(株) 

屋内でのアーバンスポーツ利用 避難所体験会 地元企業の商品開発に協力 

「空飛ぶペダル」 




